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皿．植生学を基礎とした法面植生の保全と復元のための

　　　　具体的な提言

VegetatioRskundliche　Grunds琶tze　f髄r　die　Pflege　eines　auf　Gr髄n

Wiederschffung　der　Hangvegetation　entlang　der　BergstraBe

1．　樹種の選定　Auswahl　der　Baumar士en

○細かな立地条件の差異，環境条件の変化に応じて，その土地に生育している自然植生，または

　生育できる最も多彩な緑すなわち潜在自然植生の構成種を中心に樹種を選定する。

○将来，持続的に環境保全機能を果すためには，潜在自然植生の構成種の中から，将来高木にな

　りうる樹種を中心に選定されなけれぽならない。

○高木がきまれぽ，その画壇を保護するべきマント，ソデ群落の樹種を選定しなけれぽならない。

　このマント，ソデ群落は将来高木となる樹林を保護する。同時に，人閥に対しての修：景，美観

　等を考慮する必要がある。

○自然の森の状態を観察してみると多種，多様な樹木が混生している。このように自然の森に近

ずけるため，潜在自然植生の中からより多くの樹種を選定し植栽する。その中で自然淘汰によ

　る安定した多層構造の森をつくる。

○外来樹種の選定はさける。

2。　キ直栽密度　　Pflanzdichte

○密植の効果

　　樹木の単位面積i当りの植栽本数をく植栽密度〉で表わす。一般に風の強い所では植付けから

　活着までは新芽や枝葉の被害を受けやすい。このために密植して三内の枝葉をより早く繁らせ

　てうっ閉する。これは樹木の相互の働きで強風，寒さを和らげる。このために環境圧の強い所

　では植付け密度を高くした方がより効果的である。密植の主な効果は：

　a）早くうっ閉するので強風，寒さなどの環境圧を全体で緩和する。

　b）枝葉が太陽光線をさえぎるため，地温変化の抑制や，林床の雑草が生えにくくなり，地力

　　の維持や管理面で有利になってくる。

　c）枝葉が繁茂することにより，雨が直接地面へたたきつけられなくなるので表層土の流亡を

　　防ぐ。

○植栽密度

　　植栽密度の算定は環境によって異なってくるが，環境圧の強い所では面積当りの本数を多く

　する。一般的基準としては2本／㎡を基本に算定する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．39塩那道路の各潜在自然植生域における植栽可能種

　　　　　　　　　　　Zur　Bepflanzung　geeignete　I）flanzenarten　jedes　p◎tent玉elln　natarhchen

　　　　　　　　　　　Vegetat玉ons．Geb玉etes　an　der　Enna－BergstraBe．

a）シラビソートウヒ群団域　Abieti－Piceion－Gebiet

高木類Bau組arten

コメツガ1乃姻π読ηα一5の如

シラビソ　　Aろ∫8∫U（ヲ諺6ゐ鉱

オオシラビソ　凹凹6∫ノπα痒θ戯

ダケカンノミ　B8伽Zα8ノブπαηガ

ネコシデ　βθ彦配αCO1ニゾ⑳だα

低木類Straucharten

コヨウラクツツジ　Mθη廓65如」クθ漉αη訪層α

ウラジロヨウラク　醜ノ2頭θ5如ノπ認オ耀。プα

バクサンシャクナゲRん04b鹿π4＞一〇πゐrα0勿6σψ麗彫

アズマシャクナ　Rん。伽鹿η訪’oπηzθ診’θrη∫o漉var．

　　　　　　　　　　　1）θη’〃ノzθr躍π

コミネカエデ　ゑ68プ魏hoπ0凹んだ

オガラバナ　Aσ8ノ・π舷プππ6海6η∫θ

アカミノイヌツゲ　π6∬∫麗98ノ’oゐガva「・

　　　　　　　　　　　　　6r8ηゆ8砒η6㍑♂α’θ

ナナカマド　50rろん∫60ノπノ厩鋭α

ミネザクラ　・砕μπμ5π吻）oπ∫oα

b）シャクナゲークロベ群団域　Rhododendro－Thulion　standishii－Gebiet

高木類Bau狙arten
クロベ　　％吻α立απ読∫ん廊

アスナ嶽　丁飯4ρ1）5な4α♂αδ1一α‘α

ヒメコマツ　君π郡31）α1尋辺耀0ノーα

コメツガ　　饗π9π漉ηθノ8∫ぴb♂fα

オノオレカンバ　　」Bθな‘Zα56ん〃涯4がど

低木類Straucharten

アズマシャクナゲ　Rん040ゐη諭→0ηノπ臨θノ擢πあ雇∫

　　　　　　　　　　　　　var。ρ8η’α’πθプ㍑ノπ

バクサンシャクナゲRlzo40ゐη爵噂。η加αoんッ。α1プ〉πηz

ムラサキヤシオ　Rん040漉πの一〇π認6彫ch漉

コヨウラクツツジ　醜η幻8∫如汐θπ如η漉’α

アカミノイヌツゲ　πθ£5配9α』0葱∫var．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61－8ηゆ8漉6η6認α診α

オオカメノキ　　V乃躍フ臨ノπル’「0諺Z”π

ヤマダルマ　1乃・0ぬ0漉η訪一〇ηα1’α♂∫0∫礁∫

サラサドウダン　Eノ癒α麗ん醐。σ1ノψαπ認α如∫

ホツツジ　7｝’ψ6如陀∫αραノz記μZα彪

ミヤマシグレ　V乃躍フzπ〃z㍑7r6θoZα彦泓〃z　var．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♪ノ’06μ〃めθノZ∫

c）チシマザサーブナ群団域　Saso　kurilensis－Fagion　crenatae－Gebiet

高木類Ba田narten
ブナ　勘9μ5c’闇8／zα如

ミズナラ　Qμα層研5”zωzgoZゴ。αva「・9ノ欄。∬8581γα如

ハウチワカエデ　み08ノ闇ノ＠o冠。μノπ

コハウチワカエデ．働α’∫f6ろoZ漉αππ〃z

ヒトツバカエデ　五ご8’曹漉暖y♂z〃π

アオダモ　乃”α∬魏π5Zα2耀9碗05α

ミヤマアオダモ　乃8α灘加μ5砂8’鹿59Z｛αノπ垂ノ’α

コミネカエデ　ノ鷺6ノ’ηZゼ01一απ疏πアπ

オオイタヤメイゲツ　，A‘8ノ』∫雇プα∫ατσαηz6ノπ

ナナカマド　50乃z∬co1泥ノπf説α

低木類Straucharten

オオカメノキ　　▽乃κア槻躍πル7層α鉱麗ηZ

ミヤマガマズミ　V訪％アフZ躍π割ブゴg軸距

サラサドウダン　Eη窺απ疏π5‘ση．ψαπ厩α薦∫

アプラツツジ　Eπ葱α7z読π3詔う∫θ∬∫Z廊

ムラサキヤシオ　Rん040漉0漉’0πα♂ゐrθ‘玩どf

トウゴクミツバツツジRん。故）盈π訪一〇ητθαdαη麗ノπ

パイカツツジRん0404碗4＞一〇π5θη琵ろαプうα伽ノπ

ツクバネウツギ．4δ読α⑫α疏配α如

ナンキンナナカマド　301わμ∫gノ’αo∫傭

クロモジ　　」L加ゐ1・αz〃1め8♂Zα孟α
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ヤマボウシ　Co17観∫ん。乙‘∫α

コシアブラ　Acαノz抗ρかαノzα謬5びα4（ψ庚y髭。∫盈∫

リョウブ　α漉’π6α1茄．z8r癬

ウリハダカエデ翫θ8η魂η8／W

エンコウカエデ　Aぐび〃’01zO　Var．〃呂α’72’α層α孟〃μ

シナノキη〃αプ妙・・z加

ウラジロモミ　孟6記∫ん。珊。扇ウ∫∫

アスナロ　　7偽～4砂5～540Zごz御8ζz’α

オオバクロモジ　L加ゼ6’・αZ‘〃め8μ碗αVar．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃zθノπ∠＞1一απα（78ζz

ヒメモチ　πβZ伽4600」αぬ

シロヤシオ　R1即4046π訪”oπ（1／z∫ノ2σ～14bZfZ〃π

ツリバナ　Ez‘oノユツ〃耀50即艶んツZ伽∫

マニLミ　 E‘‘0／Z∠ソ’1ZZ｛∫∫ご（3～＞0♂6ZガαノτZ‘5

’マルバマソサク　魚脚α’πθZおブ妙。ηど6αva「・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0み‘㍑3α’ζZ

ヤマツツジRん0404θπこか0πんαθ〃．4ゾ≧擁

ツノハシバミ　COノッ伽5∫∫εう配4如ノ薦

d）サワグルミ群団域　1）terocaryion　rhQifQliae－Gebiet

高木類Baumarten
サワグルミ　1臼び。‘αノッαプん。ゲb♂如

カツラ　（諺ノ『び（珈乃ツZ々〃μブ妙0ノガα〃フ1

トチノキ　Aβ∫α‘盈5オzびみ加α彦α

サワシバ　Cαψどη螂ω1ゼα診α

チドリノキ　　．Ac6’『‘α’ψfπヴ扉が麗1π

ミツデカ」ニデ　ノ1ごごノ’び554わZ～躍π

メグスリノキAce1・加々06η∫θ

オヒョウ　αηみz‘5♂ζzc’ηα孟α

ホオノキM廊9’ノ～o々α0う0ηα如

ヒナウチワカエデ孟ご¢’ゴ8πμ吻∫Z〃π

低木類Straucharten

ニワ　トコ　　品ノπ6㍑α‘∫寵θ60♂0売απα

アサノハカエデ五酬悟αノ召』Z’加ノμ

・マユミ　E㍑0ηツノπZ硲∫砲60Z4∫αノZ㍑∫

タマアジサイ　Hツ41βαπg8α加納。盈。’層α齢

ヤマアジサイ　疑y凶’αノz9θα規α61僧（ψ乃｛yπαvar．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷹〃zz／2ζz’α

コアカソ　Bo8ん醒8擁αψ海α如

フサザクラ　＆ψ嗣6αρo砂απ訪‘α

ヤブデマリ　　▽乃ε‘1フzz〃乃∫）廊6α彦κ’π　var．’0ノπθノz孟05z‘刀z

コクサギ　0’一㍑αノ¢Po冠。α

ウリノキ五Zβノ29ゴZ〃Z・ρZ厩〃3施1jz〃μvar．≠万ZO伽ノμ

e）イヌシデーコナラ群団域　Corpi頁io－Quefcion　serratae－Ge属et

高木類Baumarten
コナラ　　Qκ8’℃κ5∫θ1γα彦α

ミズナラ　Qε4ε’‘α‘5〃’01zgo”σαva「・91’o∬65e’γ認α

イヌシデ　（賄1勉ノ臨5欝ごみ。ノ～05ん～ピ

アカシデ　Cαノψ加z‘∫如記．ゲZo1一α

クマシデ　Cαψ∫π郡ブ剣）01z此α

アサダ　0諮ッαブ妙ω耽α

ケヤキ　急心。ηα3αγα如

ヤマモミジ　　ノ168プρβ／ノ〃ごz加〃ノ，var．ノ〃π蒔〃〃～．！〃・08

ウリハダカエデ　メ1‘81層1・z‘βノz61‘Uβ

クリ　Cα謡αノ躍αc’・6／zα’α

カスミザクラ　PlwZ～‘∫ηα隔8α‘ノ34α

ウワミズザクラ　乃’姻591’硬yπ〃α

ヤマボウシ　Co／w躍∫為。μ∫α

ウラジロノキ507伽‘∫ブ曜＞oπ此α

マルバアオダモ　乃・α調7膨∫∫セろ尻漉απα

エゴノキ　　5砂1闇礁プ0ρ0／2記α

アズキナシ　　5bズか～イ5認刀4～）／ぬ

ハリギリ　Kα砂Pαノ．zα⑳♪姓醐

モミ　 刃L6ご65＿171「1／zα

低木類Straucharten
ガ㌧マズミ　　V7み㍑1フZμ〃3ど∫♂αオα禽‘1π

オトコヨウゾメ　　▽7δzびノ．飯〃zノ）1zZ6わ。カゼ。加〃π

ミヤマガマズミ　y乃κ1フz～〃μτσ痒g1漉」

ヤマツツジ　Rん04046η4ノ‘0π為α6ノノ4ゾ；θ1ゼ

ァブラツツジ　Eη厩αη疏泓5∫μう5θ∫∫’Zム

バイカツツジ　Rん0♂0盈η諭・0π∫61π必α1わα伽賜

トウゴクミツバツツジRん04b漉π諭一〇η測α4々π㍑2π

シロヤシオ　　Rho吻漉π訪僧0／Z｛134ガノZ《μ唾）Z廊〃ノZ

ナツノ、一ゼ　　V箆ご‘力毎τ6〃zoZ4んα〃Zだ

カーマツカ　　且）郡1一オん乞α8αη躍Zα5αvar．♂αθη∫∫

ムラサキシキブ　Cα疏。αψαブ妙。痂‘α

ヤブムラサキ」　Cα♂々ατノψα刀zo♂♂∫5

シラキ　　5ψ∫z〃ノzブ妙。π此μ〃L

アワブキ　瓢西05’πα〃．姻万αηオ加

バクウソボク　3麦yノ曹α露。うα∬∫α

アオハダ　1琵」じ刀zαごプ（ψoφz

ウジカエデ　　五‘6ノー61’ζ雄π89ケ～フあん5

マンサク　∫五z〃雌ノ〃6薦ゴ妙。π∫cα　’

クロモジ　　L却3融1・αZ〃ノめθZZα孟α
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ヨグソミネバリ　Bθ砲Zα91’o∫∫α コゴメウツギ　8オ4）んαπαπ4〆α魏6∫5α

ユマユミ　Eτ60ノ耽yノ｝耀∫認α伽∫var．妙妙麗5£

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6μfα孟06あノZ孟ζZ’μ5

コアジサイ　砺みαノユ98αんか如

ツノハシバミ　Co7＝y伽55たみ。♂〔方αノzα

ヤマウグイスカグラ　ゐ。ηfcθノ尋αg18αc漉ρθ5

f）ケヤキ群団域　Zelkovion　serτatae－Gediet

高木類Baumarten
ケヤキ　Z8及07α5θノ7一碗α

オニイタヤ　Acθr規0／zo　var．α〃z6嬉観〃ノ3

イロハモミジ　五。α4ραZ〃z碗z〃π

ヤマモミジ　Ac61『ραZ規α顔ノπvar．規磁∫μ規㍑rαθ

フサザクラ　E砂観8αρo砂侃みα

オニグルミ　。砺g♂α1Z∫αだσ漉んの距α

低木類Straucharten

アプラチャン　姦rα6θη20加ρプα800¢

ウツギエ）餌詑如α一6πα彦α

キブシ　　5‘α6塑y配ア禰Z硲メ）1僧αθ00∬

マユミEπoηツ〃耀55勧。雌α朋∫

ヤマグワ　Moプκ∫ろ。〃嵌yc乞∫

ヤマブキK診η毎ノ妙・廊α

ヤブデマリ　　▽7ろ耀フzz〃↓ρZ此α舐〃凄var。‘0〃z8／2置05〃ノL

タマアジサイ　　理y訪用αη96α∫πηoZπα『ζτ如

ミヤマノ、ノ、ソ　 ／レ艶Zゴ。∫17zζτオθノ2z6∫5

アワブキ　MθZ勿5〃1α〃．孔yノ’fα7z晒α

ムラサキシキブ　Cα躍6α1ψαブ砂。π∫oα

チドリノキAごθ’僧Cαノ窟πヴb出国

ウリノキ　　ノVαノzgゴ〃ノZρZ磁αη⑳♂∫御7πvar．〃4∫Joろ躍π

コクサギ　07一認αブ砂。癖侃

イヌガヤ　　（諺力ん認。顔工z己∫んαrrゴπg‘如πfα

　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．40　各潜在自然植生域の林縁群落植栽可能種

　　　　Zur．Bεpflanzung　geeignete　Pflanzenarten　der　Waldrandgesellschaften　ledes　Vegetations－

　　　　Gebie亡es

a）シラビソートウヒ群団域．Abieti－Piceion－Gebiet

マント群落Manむelgesellschaf亡en

ミネヤナギ　8αZ㍑ザ8∫7漉

づッコヤナギ　5αZ㍑加妖。

キツネヤナギ　5αZ㍑膿ゆ魏α

ダケカンバ　B8薦Zαθ1・〃zαノ漉

ヤハズハンノ．．．．キ．．A伽κ3．規碗∫κ那帰一αθ

オガラバナ　A6α一π々z〃・㍑π礁8アz58

ミネザクラ　Prμ～昭∫π吻）oノ漉α

ナナカマド　50’わπ∫coノπノπ励彦α

クマイチゴ　Rπ6κ∫びα匁θ9ぴbZ伽∫　・

ミヤマニガイチブしR泌z∬鳶。畝ηθαπ配5

ソデ群落　Saumgesellschaften

ヒメノガジヤス　Cα伽ノπα91［05渉誌ゐαた0／Zεπ颪∫

ヤマハハコAη妙肋傭〃溜弓9α四川εαvaL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　απ9㍑5渉ZOr

ヤクシソウ　　ぬノ”α∫劣θ7ゼ50勉π舜α‘麗α

オオバノヨツバムグラ　Gα痂〃μ々αノ漉50ん磁fα侃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　var．厩漉加伽ηz

ミヤマワラビPゐθg（4）孟81ゼ∫coπη86認f∫

フキ　　P㍑α5髭6∫ブ砂0漉6π5

オ・トギリソウ　」勤》θ7ゼα〃π81・8‘彦π1π

ヘビノネゴザ　窺1げ1用加πツ漉。∫6θπc召
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b）チシマザサーブナ群団域　Saso kurilensis－Fagion　crenatae－Gebiet

マント群落　Mantelgesellschaften

ニシキウツギ　冊’98如4θcoプα

ノリウツギ亙y諭躍αη9・8αραηゴ6配α彦α

ヤシャブシ　A肋ε‘5声7鳥況α

バッコヤナギ　5α♂㍑6α勲0

ヤマハンノキA肋鋸励・∫漉αvaL　5∫∂師Cα

タラノキA7層αあα♂α如

クマイチゴ．Rπ伽∫crα如69ゲb伽‘5

クロイチゴRzめπ51麗5099α餌∫

ニガイチゴ．Rπ∂π∫ノπ如禰（4）1げZ伽∫

フジウツギB～644勿αブ41）o癖。α

タニウツギ　冊忽♂α乃α’妙∬f∫

ソデ群落　Saumgesellschaften

テンニンソウ　L8μ‘05c4）か御ηzブ砂。／z∫6z〃π

ヤマハハコ・4η砂んα薦1／zα19α漉α68αvar．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α729π5オZOノー

フキ　島如∫漉∫ノの）0痂。π5

オートギリソウ　　Hツρ87ゼ。κ〃38プ8ご伽ノπ

ヤマブキショウマ　A’4姻6πε漉0あ螂var。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ8η一点Z毎5

トリアシショウマ　　∠4鉱∫必8　疏Z〃Zろ81‘9ゴf

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　var・じ0π9’8∫彦α

ヒメノガリヤス　C認αηzαg7僧05幽閉加ん。π8π5∫5

オオヨモギ孟1・彦8ηZ絃αη30漉αノZα

ナンプアザミ　αノ冨πノπη吻。癖α‘ノπ

テキリスゲ　Cα7’礁海扉8π3お

アキノキリンソウ　50Z∫ぬgoηカg傭1’θαVar．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α甜αオzcα

c）サワグルミ群団域Pterocaryion　rhoifoliae－Gebiet

マント群落　Mantelgesellschaften

こワ　トコ　　5αノノめ㍑ごπ∫甜’θわoZ読απα

タマアジサイ　1硬y訪一侃g’θα加ηoZz‘α’α如

ヤマアジサイ　恥諭一αノ～98α7π㏄1闇。効ツ♂♂αvar．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α6η診zηαオα

コアカソ　Bo8んηz81ゴα宴）∫6α彦α

フサザクラ　E砂躍eαρo砂αη4＞層α

ウツギ　　z）6μ詑∫αo℃πζ窃α

ソデ群落　Saumgesellschaften

テンニンソウ　Lθμoo50（4功wπノ妙。η∫oz”π

カメバヒキオコシ　」聾86彦ノ’απ疏鰐為α〃昭∂α

ウワノミミソウ　五1♂砿05彦8〃3αz〃めθZZα薦1πvar・ノπ勿’π5

ムカゴイラクサL砂or詑α6認う雄rα

モミジガサ　　Cαごα♂ぬ虚々）ん加びbZfα

ミヤマイラクサL妙01’陀αノπαび。舘α61げα

ヤグルマソウ　Ro4961鞠∫如ρ04（4）1げ」♂α

ヤマタイミンガサ　Cασα♂忽ッα如う8∫

ミヤマカンスゲ　Cα’88詔4∂Z∫σん05’αc乃ツαVa「・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　g励αアf〃3α

ジュゥモンジシダ　　R）ζニソ鉱∫（流μ”z々尋ψ‘θ2櫓。アz

ツヤナシイノデ　　％そγ5が6乃％〃37r認2’050ブ）πZ8鷹8〃厚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　var。0ηα60一ραZ6α0θz傭

オシダ　　Dれyρ1瑳θ1ゼ5Cノ嘱α55置1ヲ冨210ノπα

リョウメンシダ．4rα01L厩。漉∫舘απ読読ガ

コウモリソウ　Cαo認放1Lα5‘α’αvar．五z7乖ηu⑳Zfα

d）イヌシデーコナラ群団域Carp三n圭。－Quercetum　serratae－Gebiet

マント群落Mantelgesellschaft

クサギ　α6ノ・0漉ηみ0π〃一∫C厩0ア73郡ノη

ニシキウツギ　既∫9’♂αゐ。α’α

ヤシャブシ　A伽Z‘5ノカフπα

タラノキ　孟1』認如認α臨

ノ夢ウツギ　　Hy罐¶αη98αρζzπ此配Zαψα

ロゴメウツギ　5オ61）んαπζZη訪’α∫πC寛α

ソデ群落　　Saumgesellschaft

ヤクシソウ　　拓プζ箆劣θ’塚∫漉πだ（泓Zα君α

フキ　　P諺α∫詫θ5ノ砂0πf‘麗∫

ヨモギ　　ノ1ア≠θ〃毎5εα／）18ε7Z‘4》5

アキノキリンソウ　5bJ∫廊g’o窃ノ欝π紹α

ハナタデ　％1敦90π♂θπツ0んZ‘∫α∫αノZZ〃π

Var。

　　α∫zζz6zoα



キブシ　　5友κ勉yκ〃‘5ρノ¶α6CO露

フジウツギ　　β㍑44Z｛ヲ耽ノ妙。ノ厚ご銘

ニワトコ　3α〃めZ46配5廊8ゐoZ6」ゼαノZα

ヤマハギ加瑠漉詔砒。伽f．α6臨洒伽
モミジイチゴRz‘伽∫ραZ〃雄旗5　var．　ogρ‘砂1り，♂Zz‘5

クマイチゴ　　Rπみ♂‘∫ごズ¢次z（39’びわZが郡5

クマヤナギ　Bθノ℃hεη廊1一αごθ〃’o楓

1
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アオミズπ♂8α〃βoπ8’o死α

イノコヅチ　ノ1改ザ〃z読6∫ノ妙。π～ご銘

ガソクビソウ　Cα’ソ）8躍‘脚読ηα’嘘α如μ

キツネノボタンRα脚κ認螂9’‘ψα鷹〃～廊var．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gzαみ61’

キツリフネ　乃ノ4｝α顔6／z∫πoZ滅τ1∫g珍1で

アシボソ　Mf6’¶05‘89∫～〃μη∫71～∫7～8Z〃πvar．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρめ∫∫α6伽耀

e）ケヤキ群団域　Zelkovion　serratae，Gebiet

マント群落　Mantelgesellschaften

ニワトコ　5αノ｝Zろμα6∫綴860♂読αノZα

コクサギ　α・鋤αブψoπ∫6α

ウツギ　　1）召μ戯ゴα　01・6／zζz孟α

ヤマブキ　．磁ノγ∫αブ昭）0η∫αZ

タマアジサイ　疑y砂侃g侃加ηo伽。ノ’α凝

ヤマグワ　Moノ’Z4∫ゐ0〃ψ）ノ6お

フサザクラ　E．砂酬θαρo妙侃凶8α

コアカソ　　β08乃ノ厚6ノゼπ鰻りゴご8～履

ソデ群落　Saumgesellschaften

タ・マブキ　Cαごα面α．戸刀廊ノ帽αゆ麗αVar．うんZ6旋1’α

ダイコンソウ　Gα〃μブ妙。π∫α4珊

ミズヒキ　恥砂90／zz侃声雄b／7〃6

クサコアカソBoβん〃卿¶ぬ8γα6”∫

シラネセソキュウAノ～g就記α！）o砂ノμ01プ）1～．α

アオミズ，P漉α〃10〃go／加

ムカゴイラクサL妙01’彦郎班αび05如。んッα

キンミズヒキゑ8γ加。ノ廊ノ砂。〃ゴ伽

ミゾ’ソノミ　1つb4ソg’07三～．〃1呂オんZ6／Zうβ1甲g∫ガ

イヌワラビ／量1め〃’如灘ノzψo／zゴご〃〃

ミツノミ　（＝》纏）オ。彦ζτθノz∫α」ノ04）o／z∫6α

ウマノミツバ　＆ηz～α4α‘・1ぬz6ノ癬5

　　　　　　　　Fig．30急傾斜地の植栽例

Beispiel　fUr　die　Pflanzung　an　einem　stellen　Hang．
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　　　Fig．3！　ポット苗を用いた崩壊斜面の植栽例。斜面には潜在自然植生に基い

　　　　　　　　　　　　た種を，土壌の移動の激しい路肩にはヤシャブシ，ニシキウツギな

　　　　　　　　　　　　ど先駆性樹種を植える。

Beispiel　fUr　die　Bepflanzung　elnes　R琶chhanges　mlt　Setzhngen．　Die　zu　verwendenden　Geh61ze

werden　in　Tbpfe　ansgesat　und　2～3　Jahre　sp盗ter　ausgepflanzt．　Die　zu　pf互anzenden　Ar－

ten　wurden　nach　der　potentlellen　natUrlichen　Vegetation　bestimmt，　An　der　Wegschulter，

wo　die　B6den　stark　bewegt　s玉鷺d，　wurden　Pionierebaumarten　w玉e・4♂πz4∫ノ乞7フπα，　W；εゴ9θ如

6海oo’層αgepflanzt．
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　　　　　Fig．32　塩那道路中塩原側の崩壊地植栽例（海抜1，050m）。

　　　　　　　　　　　上：植栽前　　下：植栽後
Beispiel　f量r　die　Bepflanzung　der　gerutschten　Strb6enhanges　der　BergstraBe　Erma（Nakashiobara－

Seite）．　Oben；vor　der　Pflanzung，　Unten：direkt　nach　def　Pflanzung　mit翫g‘‘∫σ18εノ～α如，（｝z4θ醜‘5

沼γ鷹αu・a・Die　zu　verwendenden　Geh6ize　werden　in　T6pfen　ausgesat　und　h1er　nach　2　Jahren

au・gepfl・n・t（！・Juli，ユ983　L　O50　m　a．　NN．）．
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3。　ポット苗木の使用　Verwe娘dung　der　i猟丁6pfen　aufgewachse皿en　Setzlinge

○植栽する樹木は，自然の根の姿で植えられるのが，植栽後の生育，形質：上露も望ましい。成木

　を植栽した場合は根が切られているため，植栽しても植えいたみや枯死しやすい。このように

　活着や根の状態で考えてくると樹木を容器内で育てポット薗が最も良い。ポット苗は活着率が

　100％に近い。また他に支柱などの必要がない。コストが安くなるなど利点が多い。

○ポット苗の品質管理の特性

　・病虫害に侵：されていないこと

　・地上部と底部とのバランスがとれていること

　・ポットの中で根が充満していること

　・徒長していないこと，ガッシリとした苗であること

　・直根が切られてないこと

　・ポットの中で少なくとも半年以上養生されたもの

○ポットの植付時期植付方法

　・植付時期：ポット苗の場合はあまり時期は選ばないが，最：適期は春期の3～5月である。次

　　いで秋期移植の場合は9～10月が好ましい。

　・植付け方法二二は乙鳥の3～4倍，客土は腐植に富んだ表高土を用いる。ポットの容器をは

　　ずしたら，鉢土が落ちないようにまた深植えにならないよう植付ける。施肥は樹木の根に直

　　接ふれないよう施す。マント群落となる低木は土どめ用縁石などにできるだけつけて植え，

　　旧地を最小限にとどめるように植栽する。

4．土壌改良Bodenverbesse臓ng

○土壌改良にあたっての表層土の確保

　　樹木が生長するためには，光，酸素，養分が必要である。この中で，光や酸素は大気中より

　吸収するが養分は土壌中より吸収しなければならない。このために土壌中には養分を含んでい

　なけれぽならない。根が活動するためには通気性，それに水分の保水性，排水性が要求され，

　そのため表層土の確保が行なわれる。表層土の入手が困難な場合には表土に近い土壌に改良す

　る。またpH：の矯正も必要に応じて行なう。この土壌改良には有機質を利用する場合と無機質

　を利用する場合がある。

○有機質資材利用による土壌改良

　　有機質を施すことによって有機物の分解にともなって炭酸ガスは粘土を固める作用があり，

　また微生物が有機物の分解を健進し，この微生物の働きによって土壌粒子が結合し，土壌の団

粒構造がつくられる。このように有機物を施すことによって団粒構造となり，排水性，保水性，

　さらに，微生物の分解によって生じた養分を有する最良の土壌となる。
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0鉱物質及び高分子化合物土壌改良剤を用いた場合

　　鉱物質及び高分子物を用いた土壌改良は，通気性，保水性などを改良する。パーライトやバ

　ーミキュライトなど物理的効果のあるものと，酸性土壌の改良に必要な苦土石灰，消石岩など

　化学的に作用のあるものがある。このように土壌条件の状態によって土壌改良剤を用いなけれ

　ぽならない。

　5．　マルチング　Strohdekung

　植栽後，地表面を保護することをマルチングという。植栽した場所は土壌が露出しているため，

マルチングにより土壌を安定させることによって樹木を活着させ，水分保持，表層土の侵食防止

等の効果が大きい。

○水分保持

　　水分の蒸発をおさえ，降水の漫透をよくし一度に流出するのを防ぐ。

○土壌流出防止

　　匂配の急な盛土面においては降雨時，雨滴あるいは表層流水による表面土壌の侵食，流出，

　養分の流出を防止する。

○地温の急変の抑制

　　太陽光線の直射による地表面の温度の上昇は水分の蒸発を促進させ，また根焼け現象など生

　育阻害要因となるため，それらを緩和させる。

○雑草の発生の抑制

　　土壌表面に直接日光があたらないので，雑草の発生が著しく減少し，除草などの維持管理費

　の軽減となる。

○土壌構造の改善

　　土中が適度な温度に保たれるので，微生物や根の生育が活発になる。マルチング材料が稲わ

　らなど有機質であるため，微生物の働きにより，分解して肥料分となり，樹木の生育を助長す

　る。また腐植化が進んでいくと土壌は腐植を含んだ，透水性・通気性のある，団粒状構造へと

　改善されて行く。

○マルチングの材料と施用方法

　　マルチングに使用される材料には，稲わら，麦わら，落葉，刈草，木屑等がある。どの材料

　を使用するかは，工事の施工される地方，場所，施工時期，材料の供給状況などを考え選択す

　る。

　6．施肥D綾ngung

O施肥の本来の目的は，樹木の生育を良好にするとともに，健全な栄養状態を維持して，病虫害

　や各種汚染の被害に対して樹木の抵抗性を維持，強化することにある。



96

　　植栽立地においては，土壌条件が良くないことも多い。このような悪い土壌条件の場合，土

　壌改良とともに肥料の混入も必要である。肥料の種類は，化学肥料，有機質肥料などあるが，

　効果によって速効性，遅効性肥料等に分けられる。それぞれの特性を生かした，土壌に応じた，

　効果的な施肥をする。

○施し方：

　　樹木の場合，単肥よりも複合肥料が良く，土壌壌改良効果からも有機質肥料（堀把，油カス，

　魚肥類，鶏糞など）を中心に施す方が望ましい。

　　施肥量の目安は，多くの因子に支配されることにより，まだ適正な基準はないが土壌条件な

　ど考えてきめる。

　　また，植栽当初のまだ活着しない状態に多量に施すと，濃度障害（肥料ヤケ）を起こすこと

　があり，特に干天が続き，乾燥している時には注意する必要がある。したがって，植栽当初は

　樹木が活着することを第一条件とし，完全活着を見届けてから施肥をおこなう。時期的には苗

　木を植栽してから，約！～2ケ月後より施肥をするのが一般的である。


